Study on the Weeping Willow Tree in the Western Culture Part 2 by 黒沢 眞里子
西欧文化における柳の研究―その２
ナポレオンの柳
黒沢 眞里子＊
はじめに
本論文は，「西欧文化における柳の研究―その１ 墓石，追悼画および
陶磁器」の第２部として，とくにナポレオンの柳に焦点を当てた研究であ
る１。第１部では，西欧文化におけるシダレヤナギ（Salix babylonica，俗
名 weeping willow，これ以降「柳」と表記）について，実際の樹木がいつ
頃，どのようなルートで西欧世界に入ってきたのか，またどのような過程
を経て西欧社会に「柳ブーム」（墓石や葬儀に頻繁に表象され，さらに「ブ
ルー・ウィロー」陶器の流行）を生みだしたのか，画像も含めた一次資料
に当りその意味について考察した。第１部で明らかになったことは，悲し
みのシンボルとしての柳と，ブルー・ウィロ―陶器に描かれた柳の図像の
形象的影響関係は認められず，おそらくこれら二つの柳の表象は，西欧人
の想像世界の中で住み分けされていたのではないかということであった。
さらにその二つの世界は，一方では「愛国主義」や「男同士の友情」など
男性のセンチメンタリズムと結びついた「男の公的世界」と関係し，もう
一方は，想像世界「中国」のエキゾチズムに浸る，個人的な喜びと結びつ
いた「女性の私的世界」と関係することが明らかになった。前者は，柳が
欧米社会に初めて移植されたときの逸話の世界であり，後者はオリエンタ
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ルな風景と物語と結びついたブルー・ウィロー陶器の世界であった。
１９世紀の柳の文化誌において，墓石や葬儀に表象される柳と，陶器と結
びついた柳に加え，もう一つ重要な柳がある。「ナポレオンの柳」（Napo-
leon’s Willow，Napoleon Willow）である。この柳は，セント・ヘレナ島
に捕囚された元フランス皇帝ナポレオン・ボナパルト（１７６９―１８２１）と柳
の木の逸話に由来する。ナポレオンの流刑の地セント・ヘレナ島で，ナポ
レオンがとくに好んだ場所が泉近くの柳の木の生えた谷間で，ナポレオン
の死後本人の希望により埋葬場所となった。ナポレオンの墓所を訪れた
人々は柳の枝を記念に持ち帰り挿木として育て，そのようにしてナポレオ
ンの柳は各地に移植され広まった。現在もナポレオンの柳はニュージ―ラ
ンド，オーストラリアを中心に，ヨーロッパ，アメリカにも伝え継がれて
いる。
柳の下のナポレオンの墓のイメージもまたすぐさま西欧文化圏に浸透し，
彼らの想像世界の中に鮮明に刻印された。１９世紀アメリカの中西部で死刑
執行を目前にリンチで殺害された男が望んだ墓はセント・ヘレナのナポレ
オンの墓だった。その図が残されている（図９）。埋葬場所であるケンタッ
キー州の彼の故郷には，「セント・ヘレナ」と名づけられた島さえ存在し
た。ナポレオンの捕囚の島を「みたてた」島が実際に存在し，墓がイメー
ジされたことにはどのような意味があるのだろうか。
本論では，ナポレオンの柳の逸話がどのように生じ，西欧世界に広まっ
たのか，その文化的意味は何か，セント・ヘレナのナポレオンの回想録，
セント・ヘレナを訪れた人々の記録，図像を中心に検討して明らかにした
い２。
ナポレオンのセント・ヘレナ捕囚
１８１５年６月１８日ワーテルロー最後の決戦でイギリスとオランダの連合軍
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とプロイセン軍に敗れたナポレオンは，その後イギリス艦に「自由意志で」
投降するも，イギリス亡命の期待に反してイギリス領セント・ヘレナへ「島
流し」となった。降伏から約４ヶ月後の１０月１５にはセント・ヘレナに到着
しており，１８２１年５月５日の死亡までの５年半，ナポレオンはセント・ヘ
レナ島での生活を余儀なくされた。
セント・ヘレナ島は，１５０２年（または１５０１年）航海者ジョアン・ダ・ノ
ーヴァ率いるボルトガル艦隊によって発見されたとされる南大西洋の火山
島である３。周囲を断崖絶壁に囲まれ，アフリカ西海岸から１，９５０km，もっ
とも近い島アセンションからも１，１００km隔たった文字通り絶海の孤島で
ある。外界から隔絶された感のある島だが，スエズ運河開通（１８６９年）ま
では，アジアや南アフリカ，オーストラリアやニュージーランドなど南太
平洋を往復する船の重要な寄港地であり，海上の要衝であった。ナポレオ
ンが捕囚されていた当時，年間１，２００隻もの船が寄港していた４。島名は，
古代ローマ帝国コンスタンティヌス１世の母親で，キリスト教の聖人であ
る聖ヘレナに由来する。ポルトガル，オランダを経て１６５１年よりイギリス
東インド会社の領有となり，１８１５年まで継続された。１８１５年にナポレオン
の居住地となるに及び，イギリス政府と新たな取り決めがなされた。国王
によって全権を委任された総督が任命され，ナポレオン捕囚に付随する費
用はイギリス政府が負担することになる。ナポレオンの死後は東インド会
社に領有が戻され，１８３４年４月２２日イギリス政府の領有となるまで続いた。
ナポレオンの捕囚によって多くの陸海軍の駐屯地が新たに造られている５。
ナポレオンが居住したロッグウッド・ハウスは，港のあるジェームズタ
ウンから約９km離れた標高５４８mの高台にある。ナポレオンは島に到着
後，現地イギリス人商人が所有するブライアーズ・パビリオンに仮住まい
をした後に，新たに建設されたロングウッド・ハウスに移った。５年半の
島での生活を経て，その生涯をここで閉じたのである。
4 専修人文論集９７号
ナポレオンの死と，柳と泉のある場所への埋葬
ナポレオンの死亡から埋葬までの過程を，ナポレオンに随行したイギリ
ス海軍外科医 B. E.オミーラ医師等によるセント・ヘレナ回想録をもとに
見ていきたい（１８２２年米国で出版された版）６。ナポレオンは，特に死の
６週間前くらいから体が弱ってきた。寒暖の激しい，湿潤な島の高地の気
候，きわめて活動的であった人間がほとんど運動をしない生活になったこ
となど，環境の大きな変化が健康を蝕ばんだとオミーラは書いている。そ
して５月５日ナポレオンはセント・ヘレナにて，「５１歳１０ヶ月２５日」の人
生を終えた。遺体は，医師らによって解剖が行われ，死因は胃癌とされた。
しかし，時間をかけて毒殺されたのではという疑惑を持つ者もいたと記さ
れている。ナポレオンが死ねば，彼の捕囚にかかる年間２００万ドルの経費
が浮き好都合だったからだと説明されている。死の数日前に，ナポレオン
は，遺書をつくり，埋葬場所を指示した。死後，遺体はロングウッド・ハ
ウスの寝室に安置される。
４日後の５月９日盛大な葬儀が執り行われた。ナポレオンが希望した埋
葬場所は，ロングウッド近くの，２本の柳の木の間であった。棺は一番中
に鉛の棺，次にマホガニーの棺，さらにオークの棺という順に収められ，
黒の馬車に乗せられた。馬車の後には，陸海軍のすべての指揮官の葬列が
続く。馬車は，道路端に整列した二千人の兵士の軍団と４つの軍楽隊に迎
えられ，埋葬場所まで運ばれた。徒歩の葬列は，葬儀のために新たに造成
された道を下がっていった。棺は墓所まで運ばれ，この日の為に用意され
た大きな石室に，弔砲に送られ降ろされた。墓穴の中の石室に厚い石の蓋
がかぶせられ，四隅を石室にしっかりと固定された。そして，全体にセメ
ントが流し込まれ，その後，墓穴全体に石を入れ，その上にシンプルな石
版がのせられた。このようにオミーラ医師は葬儀の詳しい説明をしている
が，２本の柳に触れているのは１カ所だけでとくに柳に注目した感傷的な
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描写はない。
ナポレオン死去のヨーロッパへの伝達
ナポレオン死去のニュースはヨーロッパに伝えられ，早くも１８２１年７月
にはイギリスの新聞や雑誌で報じられている７。ロンドンで出版された雑
誌の７月号に，「ボナパルトの葬儀―５月１５日付セント・ヘレナより送ら
れた手紙からの抜粋」とボナパルト（記事では「ナポレオン」の表記は避
けられている）の葬儀の様子が報じられている８。訃報記事には，ボナパ
ルトが自ら望んだセーン・ヴァリー（Sane Valley）に埋葬されたこと，
将軍の最高ランクの形式で葬儀が行われたこと，モントロン伯爵，ベルト
ラン将軍，喪服姿のハドソン・ロウ総督夫人と娘たち，海軍の下級士官，
陸軍士官，最後尾にハドソン・ロウ総督と最高司令官が葬列を成したこと
や，各部隊の三千人の兵士たちが周りの丘の中腹で葬儀を囲むように整列
していたことなどが詳しく記されている。墓については，約１４フィート（約
４．３m）９の深さで，上部は広く，底は棺を納める石室になっていたことや，
一番上に大きな石版が置かれ，その間は石でしっかりと埋められ，遺体が
運びだされないよう細心の注意が払われたことなどが述べられている。
ナポレオンが埋葬された場所に関しては，この記事では「ロマンチック
な場所」と形容されている。ハッツ・ゲート（Hut’s Gate）と呼ばれる近
くの谷にあり，ここが選ばれた理由が説明されている。ナポレオンの一行
がセント・ヘレナに到着した時，ベルトラン将軍と家族は，彼らの住居が
完成するまでハッツ・ゲートに住んでいた。ナポレオンはベルトランの家
族を度々訪ね，そこからさらに下った泉のある場所までよくいっしょに歩
いた。島一番良質なこの水をナポレオンは中国人の召使いに汲みに行かせ
たという。ベルトラン将軍夫妻はいつもナポレオンに付き添い，ナポレオ
ンが「もし，自分がこの岩塊の上（on the rock，セント・ヘレナのこと）
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で死ぬことがあったら，ここに埋葬してくれ」と度々話すのを聞いていた。
ナポレオンが指差したのは，泉の近くの柳の木々の下であった。この記事
は，ここで終っているが，翌月８月号の冒頭ナポレオンの肖像画とともに
ナポレオンの回想記事を特集している。「イギリスの宿敵・・・ナポレオ
ン・ボナパルトはもはやいない・・・」という書き出しの記事は，ナポレ
オンを非難する論調で，埋葬場所に関しても，「柳」に触れているが，「ロ
マンチックな場所」という表現はない１０。前月号の記事はセント・ヘレナ
から送られた手紙の中で使われた「ロマンチックな場所」という感傷的な
表現をそのまま掲載しているが，改めてナポレオン死去をイギリス国民に
伝える翌月の記事では，論調が一貫して「敵」としてのナポレオンに終始
し，このような表現はない。
１８２３年３月８日ロンドンで発行された『ミラー』紙は，第一面に「セン
ト・ヘレナのナポレオンの墓」と題して，誌面の半分も占める柳が描かれ
た図版とともに記事を掲載している（図１）。「ナポレオンほど世界の注目
図１ １８２３年３月８日発行の『ミラー』紙
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を集めた人物はかつて存在しだろうか」，「世界を相手にした男が，今やこ
の場所に横たわっている」という書き出しで，ナポレオン（この記事では
「ナポレオン・ボナパルト」，または「ナポレオン」が使われている）の生
涯を紹介しながら，最期の詳細な説明がなされている。埋葬場所に関して
は，側近たちは遺体をヨーロッパに搬送することを希望したが，遺書を開
いてみると，島に埋葬して欲しいと書かれていたために，ナポレオンが望
んだ，住居からも遠くない美しい谷の麓，好んで飲用した泉の近くの，う
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（強調筆者）が揺らぐその下を埋葬場所としたとある。ナ
ポレオンの墓は，この並外れた人物に相応しい，類い稀な場所だという。
島自体が彼の墳墓であるからだ。大洋から突き出た，堂々とそそり立つ不
動の大岩石の孤島，まさに天才に相応しい完璧な象徴だ，と述べられてい
る１１。
この後に，興味深い逸話が続く。ナポレオンの死後間もなくセント・ヘ
レナを訪れたロカビリー船長の話として語られたものだ。彼がナポレオン
の墓を訪れ，偉大な男のすべてがこの小さな場所に納められているのかと，
感慨にふけっていると，インドからイギリスに帰る途中立寄ったという婦
人たちに出会った。好奇心から墓を訪ねたという。飲み物を持参して，芝
の上に座って休息をとっていた。一人が，ナポレオンが好んで飲用したと
される井戸の方向に歩いて行き，そこから水を汲んで皆に分けた。船上の
生活が続いたせいでおいしく感じたのか，皇帝の座から世捨て人になった
ナポレオンを思ってか，一人の女性が真面目顔で「こんなおいしい水を飲
めたなんて，ナポレオンはなんと幸せだったのでしょう！」と言った。こ
の哲学的な言葉に船長は心を打たれた。純粋な水が，健康も自由も権力も，
そして愛情あふれた家庭さえも奪われた男の解毒剤だったというのだから。
婦人たちは，瓶に井戸の水を注ぎ，その澄んだ水をイギリスに持ち帰りた
いと言うので，船長も彼女たちに習い，瓶に入れた水をリバプールまで持
ち帰ったそうだ。また，他の文献でも，この小川の水はナポレオンが好ん
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で毎日飲用したもので，具合が悪い時にはとくに所望したとある１２。柳に
加えて，湧き水も，健康を回復させる「聖水」になったと言えるだろう。
幽閉されたナポレオン自身にとっても，そのような意味をもって飲用され
たと思われる。シャトーブリアンは，この泉に関してナポレオンは「もし
神が健康を回復させてくれたら，ここに記念碑を建てねばなるまい」と言っ
たと述べている１３。
ナポレオンの墓の図像
ナポレオンの墓を忠実に描いたもっとも初期の画像の一つとして，島に
駐留していたガイ・ロトン大尉（Captain Guy Rotton）が１８２１年に描いた
とされるものがある１４（図２）。絵には，大きな柳の木が数本描かれ，そ
の後ろに柵で囲まれたナポレオンの墓，左端には墓の警備にあたる兵士の
姿，その横に警備小屋らしきものが小さく描かれている。柳と墓の周りは
柵が大きく取り囲んでいる。絵に感傷的な雰囲気はなく，オミーラ医師の
図２ ガイ・ロトン大尉によるナポレオンの墓の絵（１８２１）
西欧文化における柳の研究―その２（黒沢） 9
回想録のように，事実が淡々と描かれている。
図３は，セント・ヘレナの警備船のキャプテン・フレデリック・マリ
アット（Captain Frederick Marryat）のスケッチをもとに作成された銅板
画である。彼はナポレオン死去の急報をイギリスに届ける任を与えられた
人物であるが，死の床につくナポレオンを描いたスケッチ（死後１４時間後
に描いたと記されている）が良く知られている１５。墓の絵は１８２１年７月２０
日に出版され，枠下の説明には，「ナポレオンの墓，本人の希望により，
毎日水を汲ませ食卓に供した泉の近く，柳の木の下に埋葬された」とあり，
「水」と「柳」に言及されている。大きな柳と，左下植物のなかには泉の
ような流れが描かれている。図２と図３を比べると，図３には，墓所の周
りを囲む簡単な柵はあるものの，墓そのものをを囲む鉄柵はまだないので，
時期的にはこちらの絵の方がロトンよりも早い時期，おそらく葬儀の直後
に書かれたものだろう。警備兵はいるものの，警備小屋はまだなく，右端
にテントの一部が描かれている。ロトンの絵に比べると，柳が大きく強調
されて描かれている。図１の『ミラー』紙のように，「うっそうと茂った」
図３ フレデリック・マリアットのスケッチを元に出版された絵（１８２１年７月２０日）
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柳が全面に大きく描かれている。
次に，オランダ語の出版物（おそらく旅行記）に掲載されたナポレオン
の墓を見てみると，柳の真後ろから左側に回り込んだ構図が取られ，柳を
右，その横に墓という位置関係になっている１６（図４）。多くのナポレオ
ンの墓のイメージは，この構図が一般的である。この記事や絵の詳細は不
明である。ロトンの絵のように基本的に写実的ではあるが，複数の柳（左
に１本離れて描かれている）の木は図２に比べると，その姿も，一列に並
んだ描かれ方もより抽象化・形式化されている。絵のフレームを構成する
ように木が左右１本ずつ描かれ，住居を望む小高い山の上には常緑針葉樹
が複数並んで描かれるなど，１９世紀初頭に流行する追悼画の形式を思い起
こさせる。
旅行画家オーガスタス・アールによる１８２９年のナポレオンの墓の絵は，
さらに抽象化されている（図５）。図４と同じ方向から描かれた柳はシン
ボル化され，墓所に独特のメランコリーな雰囲気を与えている。
図６は，１８３６年７月，チャールズ・ダーウィンのビーグル号がセント・
図４ １８３０年代に出版されたオランダ語の本のさし絵
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ヘレナに寄港したとき，助手のシムズ・コヴィントンが描いたナポレオン
の墓のスケッチ画である。ダーウィンは，ナポレオンの墓について少々辛
辣な印象を日誌に書き残している。それによると「石を投げたら届きそう
な距離の」墓所近くの宿に泊まったが，「周りには複数の小屋があり，道
路は人の往来も多く」，思い描いていた偉大な人物の崇高な墓にしては違
和感があると率直な意見を述べている１７。奥まった谷底にある墓所は本来
人里離れた辺鄙な場所のはずだが，ナポレオンの死から１５年もたち環境が
図５ オーガスタス・アールによるナポレオンの墓（１８２９）
図６ １８３６年にダーウィンの助手が描いたナポレオンの墓
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変化したのだろう。墓地の地主が補償金をもらい，そばに小店を開いてド
ライフラワーや泉の水の瓶詰めを売る商売を始めたというので１８，この頃
には，きっと小屋も増え，訪れる人を泊める宿もできていたのだろう。１９
世紀半ば，ジョージ・ワシントンの墓を訪れた人物が，神聖なはずのワシ
ントンの墓のすぐ横で，銀板写真をとる商売がすっかり定着して小屋まで
できていることを，神聖な場所への冒涜と憤っていたのと同じ現象が，遥
か遠くの孤島セント・ヘレナでも起きていたということだ１９。しかも，セ
ント・ヘレナの方はその場所を「墓」と呼ぶのもはばかられるとダーウィ
ンは注釈でわざわざ断っている。というのもナポレオンの墓は多くの雄弁
家の言葉によって，島自体が壮大な墳墓に例えられているからだという。
ある旅行者などは，このちっぽけな島を，「grave，tomb，pyramid，ceme-
tery，sepulchre，catacomb，sarcophagus，minaret，and mausoleum！」
と９通りの言葉を使い，大それた墳墓そのものにしてしまっていると述べ
ている２０。
ダーウィンの助手，コヴィントンは日誌でより客観的な詳しい説明をし
ている。墓のある谷には，畑（gardens）や家々があり，墓は何も書かれ
ていない大きな長方形の石が置いてあるだけの，偉大な人物の墓にしては
簡素なものだったと述べている２１。墓は鉄柵で囲まれ，さらに見学者が歩
けるだけのスペースを残し，５，６m離れた外側には木製の柵がある。
美しい芝の中には柳とイトスギがあることも述べられ，絵に描かれた針葉
樹らしい複数の木がイトスギであることが分かる。柵の外側には，ナポレ
オンが水汲みにやらせた澄んだ井戸水があることにも触れられている。ま
た，墓の東の柵の内側にはワレン提督の夫人と娘が植えたゼラニウムがあ
ることにも触れられている。
柳に関しても言及しており，墓を守る私設の老兵がいて，柳の木に指一
本触れさせないよう警備しているが，イトスギの小枝は持ち帰えることが
許されていたと述べられている。コヴィントンの簡単なスケッチを見ると，
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気温が低くなる７月に落葉をしているのか葉がほとんどないような姿の柳
と柵の周りにまだ若いイトスギが何本も植えられている様子が分かる。同
じく若いイトスギが描かれた同時代の絵もある（図７）。この絵には，子
供連れや男女のカップル，警備兵に話しかけている男性などが描かれ，初
期の図４や５の絵に比べると，より明るい雰囲気で，観光名所として整備
されてきた様子がうかがえる。
イトスギは初期の墓の絵には描かれていないので，おそらく，墓の整備
をするなか，観光名所化する過程で，柳とともに葬送のシンボルでもある
イトスギが植えられたのだろう。それを押し進めたのは，どうもセント・
ヘレナの総督であったようだ。柳の寿命は短いので，総督によって親木か
らの挿木がなされ，イトスギも植えられたことがマンディ船長（Captain
Mundy）のセント・ヘレナ探訪記の記事に書かれている２２。
セント・ヘレナのナポレオンの墓は，その柳が重要なシンボルであった
ことは間違いなく，広く普及して人々の心に強い印象を残した為に，実際
図７ １８３７年に出版された Een bezoek op het eiland St. Helena in Octo-
ber の中のさし絵。
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の墓地をみてがっかりする体験も記録されている。１８５２年にセント・ヘレ
ナを訪れたエドワード・トール（Edward Towle）と同行者たちが墓を訪
れたとき，「ようやく美しい小さな谷が見えた。端には柳が見えたが，印
刷物にあるように優美でも，豪華でもなかった」と落胆した印象を書き残
している２３。
セント・ヘレナはイギリスのピクチャレスクな風景
ダーウィンは，セント・ヘレナの植生についても調査し，島がイギリス
の風景（実際には「ウェールズの風景」と言っている）に酷似しているこ
とに驚いている。それは「まったくイギリスの面影を具えた植物」が植え
られていることによる。丘に不規則に植林された「スコットランドもみの
木」，傾斜した岸の「はりえにしだ」，そして生け垣には「ブラックベリー」，
細流の岸にふつうに見られる「しだれやなぎ」をあげている。そして，当
時島に見られる植物の７４６種類のうち，５２が土地固有の種で，「その他は主
としてイギリスから移入されたものである」と述べられているので，イギ
リスから持ち込まれた植物がイギリス的な景観つくりあげていたことは間
違いない２４。さらに別の文献でも，東インド会社が他の木とともに柳も島
に持ち込み，墓のある谷にも植え，ナポレオンが島に来る前に育っていた
という記録もある２５。
オーストラリアの１８３４年の『シドニー・モーニング・ヘラルド』紙は，
さらに具体的な内容で，セント・ヘレナのビートソン総督（Akexsander
Beatson，東インド会社の役員で試験的農業の推進者）が，１８１０年に島に
イギリスから持ってきた多くの柳を植えたと述べている。その中に，シダ
レヤナギもあり，谷の泉近くにも植えたところ，大きな木に生長し，それ
が，ナポレオンが木陰で休息をとったあの柳であると説明されている２６。
イギリス的な柳に加え，１８２６年のオーストラリアの新聞は，セント・ヘ
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レナのナポレオンの墓には７本の柳とともに，「English grass」（イギリス
からアメリカやオーストラリアに持ち込まれたブルーグラスなどの家畜用
草）２７が墓を覆っていることに触れている２８。ナポレオンの墓所がイギリス
領のセント・ヘレナであったことによって，イギリスのロマンチックなピ
クチャレスクな風景の中のナポレオンの墓のイメージができあがったとい
える。それは，ヨーロッパ大陸の幾何学的な整形庭園が示すような権力を
誇示する景観とは異なる島国イギリスの自然風で感傷的な景観であった。
「記念物」としての柳の枝
ナポレオンの柳の木は葬儀当日から，記念物として枝や幹を持ち帰るこ
とが行われた。ナポレオンの従僕ルイ・マルシャンは以下のように書き残
している。
葬儀が終わった時，すでに多くの参列者が崇拝の対象となっていたヤ
ナギの木に飛びかかって枝をもぎ取っていた。悲しい儀式の思い出を
欲する人々に一瞬にして裸にされてしまいかねないヤナギの木を守ら
ねばと，総督は直ちに彼らを追い払わせた。島民の側からすれば，こ
のようにむげに追い払われたことも，皇帝に対する総督の行為に反感
を募らせる一因となったのではあるまいか？墓の周りには仮のバリケ
ードが建てられ，二人の歩哨が警戒に当たり，一人の将校と十二人の
兵卒からなる部署が設けられた。ロングウッドに戻る前，総督は，将
来の皇帝の亡骸に蔭を落とすであろうヤナギの木の枝を私たちに一本
ずつもぎ取ることを許した２９。（薮崎利美訳）
医師のアントムマルキも，その回想録の中で，この様子を以下のように
記している。
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このように，［埋葬が終り］墓の最後の工事をしている間，人々の群
れは柳の木に我先にと駆け寄った。ナポレオンの存在により，それは
すでに崇

拝

の

対

象

（強調筆者）となっていた。死者を悼む厳かな情景
を心に留め置くために，偉大な人物の墓を覆うこの柳の枝や葉を記念
に持ち帰りたいと人々は願った。ハドソンと提督は，このような感情
にかられた行為を不快に思い，怒鳴り散らしてやめさせようとした。
しかし，それも効果なく，柳の木は，手の届く範囲葉も枝も丸裸となっ
た。ハドソンは，怒りで顔が青くなった。しかし，違反者は大勢で，
あらゆる階層に及んでいた為に，罰することもできなかった。しかし，
彼は反撃にでて，墓の周りを柵で囲み，２名の見張り番と１２名の警備
兵，士官を置き，人々が墓に近づくことを禁止した。しかも，警備兵
をそこに常駐させたのである３０。
葬儀も済んでセント・ヘレナを後にする前日の５月２６日，ベルトラン夫
妻，モントロン，アントムマルキ医師も含めたフランス人一行はロングウッ
ドを引き上げる途中，ナポレオンの墓に最後の別れを告げるためにやって
きた３１。スミレやパンジーが咲き乱れる中，涙を流しながら永遠の別れを
悲しみ，記念に柳の枝を数本折ったが，兵士たちはそれを拒めなかったと
アントムマルキは書き残している３２。それらの兵士の一人と思われる人物
が書き残した別の記録によると，フランス人二人に柳の小枝を折ることを
許すと，「この品は自分たちにとっては金

の

冠

よ

り

も

貴

重

（強調筆者）で
ある」と感謝されたと述べられている３３。
このようなことが続いたのだろう。ついに，フランス人士官たちが，数
本の幹を柳から切り取って記念物として本国に持ち帰った事件によって，
ナポレオンの墓の周りは強固な木製の柵が設けられ，人が柵の中に入らな
いように老齢の警備兵が近くに寝泊まりをして見張るようになったと１８２６
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年のオーストラリアの新聞は報じている３４。とはいえ，１８２９年出版の航海
記では，探検家ピーター・ディロンがセント・ヘレナのナポレオンの墓を
訪ねた時，墓を守っていた老負傷兵が，墓のそばの柳の木の枝を数本一行
に差し出したと述べているので，その後も警備兵自らが柳の枝を記念物と
して訪問者に提供していたことが分かる３５。
１８３６年のダーウィンが訪れた頃になると，すでに述べたように，柳の枝
を折ることは厳しく禁じられ，記念物として持ち帰ることが許されていた
のはイトスギのみだった。それでも多くの柳の小枝が持ち出されたことだ
ろう。警備兵に見つかって取り上げられたという話も記録されているが，
見つからないで持ち出した人も多くいたはずだ３６。墓を訪れる者誰もが柳
の枝を少しずつ持ち帰り，「神聖な寺院の聖遺物」のように大切なものと
なった３７。このような記述を当時の新聞や雑誌の記事から容易に見つける
ことができるからだ。
かくして，１８４０年代にもなると，ナポレオンの柳は，シェークスピアの
桑の木と並んで，民衆にもっとも人気の高い記念物の一つになったと，民
衆の妄想と愚行について書いたチャールズ・マッケイに言わしめるまでに
なった３８。
ニュージーランド，オーストラリアのナポレオンの柳
ナポレオンの柳の枝は挿木として母国や移住地に持ち帰られ，「ナポレ
オンの柳」としてあちこちに植えられ，語り継がれる「伝説」あるいは「歴
史」の木となった。とくに，オーストラリアやニュージーランドには，ナ
ポレオンの柳の逸話が多く残る。イギリスとの往復で船がたびたびセント
・ヘレナに立ち寄ったからである。ニュージーランドとナポレオンの柳で
ウェブ検索をかけると，セント・ヘレナのナポレオンの墓から柳の枝を持
ち帰って挿木にした話が各地に見つかり，決まってそのようにして根づい
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た柳が挿木でさらにニュージーランド全土に広まったと語られている。例
えば，１９０８年の『ニュージーランド・ヘラルド』紙は，「ニュージーラン
ドに植えられたナポレオンの墓の柳」と題して，もっとも初期のニュージ
ーランド移民のジョン・ティンラインが１８５０年イギリスからの航海の途中
セント・ヘレナに寄り，ナポレオンの墓から柳の小枝をとってジャガイモ
にさして持ち帰ったという話を載せている。それをニュージーランドのネ
ルソンで植えたところ，すばらしい木に生長した。数年後にティンライン
はカンタベリー州に挿木をもっていき，それが川の土手のあちこちで大き
く生長しているのを目撃したと書かれている。それがさらに多くの川辺に
植えられ，小さな挿木から，大木に生長したという。大木になったという
のは誇張とも言い切れず，ダーウィンも，イギリスの植物は他に移植され
ると母国よりも大きく生長するようだと述べている。しかし，話の方はさ
らに誇張され，「実際，ニュージーランドのすべての柳はこの柳が親だと
言っても間違いではないだろう」と結ばれている。そして，最近高齢で亡
くなったティンラインについて，彼の柳は，深刻な問題をもたらした他の
植物とは異なり，新天地にうまく適応し，その成功の証を見るまで彼は長
生きしたのである，と記事は締めくくられている３９。
オーストラリアもまたナポレオンの柳に関して多くの記録・逸話が残っ
ている。先に触れた『シドニー・モーニング・ヘラルド』（１８３４）紙は，
ナポレオンの墓にあった柳はナポレオンが死去した頃に強風で倒れたが，
ベルトラン将軍の夫人が挿木を墓の周りに植え，その一本が大きく育った
こと，その木から取られた数多くの挿木がイギリスに渡り，ナポレオンの
柳として栽培され広まったことに触れている。同じ時期に，イギリスから
オーストラリアに向かう多くの船がセント・ヘレナに寄港し，乗船者たち
がその柳の挿木を持ち帰り，そのいくつかが，シドニーの植物園の池の柳
の祖先であると述べられている。さらに，オーストラリアのニューイング
ランド地域（ニューサウスウェールズ州）の川縁に生えている柳の多くは，
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地元住民によると同じ先祖から生まれているという。同州のバサーストと
その周辺の美しい景観は，初期の移民たちがあらゆる川岸に柳を植えた努
力の賜物であり，その軽やかな緑の葉がオーストラリア固有のリヴァー・
オークと鮮やかな対照を成している。テュマット川（ニューサウスウェー
ルズ州南東部を流れる川）流域は，イギリスとオーストラリアの木がうま
く解け合い，美しい景観をつくりあげているよい見本であると述べてい
る４０。イギリスを代表する柳が，土着の植物と美しく混じり合っている姿
は，（植民地）社会の理想でもあったのだろう。柳が加わったことにより，
景色がより美しくなったというニュアンスもうかがえるような文章だ。
１９３９年７月２５日の『マーキュリー』紙（タスマニア州ホバート発行）は，
「ナポレオンの墓からやってきた柳」と題する記事で，タスマニア州プレ
ンティのサーモン・ポンドにある柳が実はナポレオンの墓から直接取って
きた柳であることが最近明らかになったと報じている。タスマニアではそ
のような歴史的背景はほとんど知られていないが，オーストラリアから
もってきた古い家族の記録を調べていたイギリス人が，『タイムズ』紙に
寄せた記事で明らかになったという４１。それによると，ニューノーフォー
ク近くに住んでいた夫妻がホバート港に停泊していた船の船長に昼食に招
かれたときに，「お土産」代わりにセント・ヘレナのナポレオンの墓から
取ってきた柳の小枝を差しだされたそうだ。枯れかけかなり乾燥していた
が，帰宅して夫人が川縁にさしたところ，柳はサーモン・ポンド近くのダ
ーウェント川に枝を垂らす立派な木に生長したという。さらに，同紙は２
日後にも「歴史的樹木」のシリーズで，キャンベラの柳の歴史を紹介して
いる。ナポレオンの警備兵であったバルコム（Balcombe）が，ナポレオ
ンの死後柳の小枝をもってオーストラリアに移住し，その多くをキャンベ
ラ近郊の土地に植え，その柳が生長するとキャンベラを流れるモロンゴ川
沿いに植林されたという４２。
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アメリカのナポレオンの柳
アメリカにも多くの場所でナポレオンの柳の記録や逸話が残っている。
アメリカ海軍のウィリアム・ベインブリッジ提督が南ヨーロッパからニュ
ーヨークに帰還したときに，セント・ヘレナのナポレオンの墓から柳の枝
を持ち帰り，ニューヨークのブルックリン海軍造船所の端に植えたという
話が伝わっている４３。
マサチューセッツ州のプロヴィンスタウンにも，ナポレオンの柳が伝
わっている。ケープコッド先端にある港町プロヴィンスタウンは，世界中
からさまざまな物がもたらされた。郷土史によると，樹木も世界各地から
移入され，ナポレオンの墓の柳もそのひとつだったという４４。１９１１年の消
印の押された「ナポレオンの柳」の絵はがきには立派な柳が写っており，
歴史的樹木であったことがうかがえる（図８）。
ジョージ・ワシントンのマウント・ヴァーノン（ヴァージニア州）のナ
ポレオンの柳は，「ジェネオロジー（家系）」の逸話で語られている。１８３５
図８ マサチューセッツ州プロヴィンスタウンのナポレオンの柳
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年にフランス人の海軍士官がナポレオンの墓から挿木を持ち帰り，その柳
がフランス政府によってアメリカ合衆国に贈られたという。その柳はマウ
ント・ヴァーノンのワシントンンの墓のそばに植えられたが，南北戦争後
に，西部に移住した士官によってその挿木がワシントン準州にもたらされ
た。シアトルの町を見下ろす丘の上の新居の庭に植えられた柳はよく育っ
た。１９６２年に市当局が，息子の代になっていたこの土地に高速道路を計画
し柳を撤去することになった。庭の柳の話を聞かされて育った息子が，柳
をどうしても守りたいと市を説得し，挿木をとって適切な場所に移植させ
たという。かくして，セント・ヘレナの柳の系譜は断たれずに継続された。
この記事を掲載したシアトルのジェネオロジー財団のニュースレターは，
この木がたどった１８０年の歴史を，物理的に遠く離れた４つの地域にたど
り，それを「ジェネオロジー」と呼ぶのは無理があるかもしれないが，祖
先の歩んだ道筋を遠くの地までたどろうとするわれわれの努力とかけ離れ
ているわけではないと記事を結んでいる４５。
リンチで殺された男が望んだセント・ヘレナの墓
ケンタッキー州生まれの，一介の市井人アドルファス・ファーディナン
ド・モンロー（Adolphus Ferdinand Monroe）が歴史に名を残しているの
は，死刑が確定していたにも関わらず，暴徒によって処刑の前に殺された
リンチ事件の犠牲者だったからである。市民権の歴史など法制史の研究で
取り上げられるほか，ほとんど知られていない。モンロー自身は慎ましい
生活ながら教養のある男で，事件を起こした後に自分の生い立ちと事件と
裁判の経緯を著した手記を出版している。筆者が注目したのは，自分の墓
をセント・ヘレナのナポレオンの墓にして欲しいと願ったからである。ス
ケッチも添えられており（図９），スケッチ下の説明文には，「もし私が死
んだら，ケンタッキーに連れ帰ってくれ―ここから故郷に連れ帰り，ファ
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ルマスにある島のひとつ，『セント・ヘレナ』か『恋人たちの隠れ家』，に
埋葬してくれ。図のように墓を囲み，頭の部分に柳を，足下にシーダを植
えてくれ」と書かれている４６。
悲惨な最期を目前にして，セント・ヘレナの墓を拠り所とするほど，ナ
ポレオンの墓は彼にとって意味あるものだった。そのモンローとはどのよ
うな人物だったのか，彼の書いた手記をもとに考えてみる。
アドルファス・ファーディナンド・モンローは，１８２７年１１月６日に，ケ
ンタッキー州ペンドルトン郡ファルマスに生まれた。幼い頃父親を亡くし，
母の手ひとつで育てられた。貧しくともよい教育だけは受けさせたいとい
う母の意向で，初等教育を受けたモンローは教師となり，１８５２年２月イリ
ノイ州のチャールストンに移るまで教師をしていた。
モンローの故郷ファルマスは，リッキング川の本流と支流（サウス・リッ
キング川）が交わるところに位置する美しい村と描写されている。詩人や
画家の詩心，絵心に訴えるような風景だという。美しい景色の背後には，
インディアンの襲撃など血塗られた暗い過去もあり，そのような土地柄が
若きモンローに影響を与え，早熟で，頭の良い，気がはやく，情熱的で，
図９ セント・ヘレナの墓を模したモンローの墓の図。
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多感な気質を育んだ。この村の，自然豊かでロマンチックな風景をイリノ
イ州のチャールストンに移った後もずっと忘れず，幼少期の思いでの中で
神聖化された場所として，情熱をもって語っている。初めて教育を受けた
学校，１人で瞑想にふけった柳の木が繁る島，そして川である。その流れ
は，彼がこの手記を書いている時に，目に見え，耳に聞こえていたという。
モンローは身長１メートル８０センチの長身で，ほっそりとして，繊細，
女性のような美しい顔立ち，亜麻色の髪，深いブルーの目，広い額，高尚
で知的で女性にもてるタイプだったと書いている。
イリノイ州のチャールストンに移ってから，彼はドラッグストアの店員
となり，１８５３年の春，ナンシー・エリントンと知り合いすぐに恋に落ちた。
彼女は，ネイサン・エリントン（地元の名士でコール郡初代書記）の娘で，
親の強い反対を何とか切り抜け，１８５３年１２月１２日に結婚式し，夫婦には娘
も生まれた。
未熟な妻と，妻の両親（とくに母親）の過度な干渉，妻の両親の娘婿の
家族への軽蔑的な態度等がモンローと義父とを激しく対立させ，ついに義
父と通りで激しい口論となったモンローは，拳銃で義父を殺害してしまう。
１８５５年１０月１９日のことだった。コール郡初代書記官が娘婿に撃たれて殺害
されたと各地元紙は報じ，大事件となった。翌年の１月２４日に裁判で有罪
となり，絞首刑が言い渡される。２月に刑が執行されるはずだったが，刑
の執行が延期されたことが引き金となり怒った暴徒が，刑務所を襲い，モ
ンローをリンチで殺害してしまった。
彼の遺体は妻によって鉄道でケンタッキーに運ばれたことが新聞で報じ
られている４７。実際の埋葬場所は，１９４６年６月８日にファルマスを訪れた
二人の婦人が，地元の人の案内でモンローの墓を訪れた手書きのメモによ
り特定できた。それによると，モンローは彼自身が図で示したとおりにリッ
キンング川近くのブルー・ベル・アイランド（元セント・ヘレナ）に埋葬
されていた。しかし，１９４６年には墓と分かる物は何も残されておらず，頭
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の部分に植えられた柳も，足下に植えられたシーダもなくなっており，枯
れた柳の切り株のみ見つかったと書かれている。地形がかろうじてかつて
の面影を残しているだけだったという４８。
モンローから最も信頼され，手記の出版をまかされた義弟（３歳下の妹
の夫）の名前がナポレオン・ボナパルト・オーリック（Napoleon B. Aulick）
であった４９。なぜ，ナポレオン・ボナパルトと名付けられたのか資料がな
く不明であるが，彼が誕生した１８３０年までには，これまで考察したように
ナポレオンに関する記事や図像が多く出版され，またアメリカ大衆の意識
の中でナポレオンの存在は，ジョージ・ワシントンを凌ぐ破格の地位を与
えられていたという研究もあり５０，そのような環境でアメリカ中西部の「ナ
ポレオン・ボナパルト」が誕生したのだろう。それにしても，ケンタッキ
ーの片田舎に「セント・ヘレナ島」が存在したことや，そこには柳が植え
られ瞑想の場所であったこと，悲劇的運命を背負わされたモンローがそこ
を自分の埋葬場所に希望したことなど，ナポレオン，とくにセント・ヘレ
ナのナポレオンの影響が，このような場所にまで浸透し，具体的な形をとっ
て存在したことは，ナポレオンの柳がいかに大衆にインパクトを与えたか
示すよい証拠だろう。
第１６代大統領アンドリュー・ジョンソンのナポレオンの柳
リンカーンの暗殺後大統領となったテネシー州選出のアンドリュー・
ジョンソンは，大統領職退任後の１８７５年７月３１日６７歳で病死した。彼の葬
儀は自宅のあるテネシー州グリーンヴィルで，フリーメイソンが主導して
行われたことが当時の新聞で報じられている。埋葬場所は，グリーンヴィ
ルの南西半マイルにあるジョンソン・ヒルであった。眼下にグリーンヴィ
ルを望む丘にある５０エーカーのこの土地はジョンソンの所有で，自分の埋
葬場所に柳を植えて印をつけておいたという。その柳は自宅の庭に植えら
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れていた柳からとった挿木で，元はセント・ヘレナのナポレオンの墓から
取ってきたものだった５１。海軍のキャプテン，ウィリアム・フランシス・
リンチ（Captain William Francis Lynch）が１８５０年代に西インド諸島を巡
洋中にセント・ヘレナから持ち帰った柳の挿木を当時下院議員だったジョ
ンソンに贈り，ジョンソンはそれを自宅の裏庭に植えた５２。８月１１日の地
元紙は，「レリック・ハンター」とう小見出しでジョンソン元大統領の葬
儀が行われているさなか，多くのレリック・ハンターたちが，仕立屋（か
つて元大統領が働いていた）の布端や，墓の盛土の石ころとともに，元大
統領の自宅庭のナポレオンの柳の枝をとって持ち帰ったと書いている５３。
ジョンソン元大統領の裏庭に植えられた柳は，セント・ヘレナの柳の直系
として，その逸話とだぶりながら人々の想像力の中で増幅され，セント・
ヘレナの柳はさらに拡散していった。ジョンソン元大統領のナポレオンの
柳は２０１２年にテネシー州の歴史的樹木に指定されている。
ジョンソン元大統領が死去した１８７０年といえば，ナポレオンの死からす
でに半世紀近く経っている。元大統領のセント・ヘレナの柳を報じた記者
の一人は，四半世紀前にはやっていたセント・ヘレナの柳の歌を突然思い
だし，その歌詞で記事を締めくくっている５４。それは，ヘンリー・スティ
ーヴンソン・ウォッシュバーン（Henry Stevenson Washburn）の詩にラ
イマン・ヒース（Lyman Heath）が曲をつけた「ボナパルトの墓」という
歌であった。１８４０年代に流行して広く歌われたのだろう。１８３５年出版の書
籍にも詩が引用され５５，その後多くの本に引用されている。この記事は，
当時の流行歌が，アメリカ人大衆のナポレオン・イメージ形成の重要な役
割を担っていたことを伝えている。
おわりに
西欧文化における柳の文化誌の中で，ナポレオンが柳と出会ったことに
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は大きな意味があった。ナポレオンの墓に柳がなかったら，これほど多く
の人々をセント・ヘレナに引きつけただろうか。墓のイメージが国を超え
て多くの人々の口にのぼり，文章にされ，絵に描かれ，歌に歌われたろう
か。柳のメランコリーな姿だけでなく，柳の強い生命力が挿木としてナポ
レオンの柳を世界に広めることに貢献した。柳は大衆に，想像の世界だけ
でなく，聖遺物のようにナポレオンを物理的に持ち帰ることを可能にした。
絶海の孤島を考えるならば，この柳とナポレオンの出会いは奇妙な偶然
に思えるかもしれないが，柳の文化誌の文脈の中ではあるべくして起こっ
た必然の出会いだった。セント・ヘレナはイギリス支配下でイギリスの植
物が移入され，イギリスの風景が形成されていた。墓の柳も，芝もイギリ
スの風景そのものであった。自然風なイギリス風景庭園がロマンチックな
連想とともに大陸に流行する中で，優美な姿の柳もイギリス庭園（jardin
anglais）によく植えられた。葬儀や死のシンボルと結びついた柳はフラン
スでもよく知られたものであり，柳のイコノグラフィーは，広く西欧世界
のなかで共有されていた。そのような文脈のなかでナポレオンと柳が結び
ついたことはナポレオンにとってはある意味「幸運」な出会いだったろう。
ナポレオンの叙事詩的生涯を締めくくる上で強力なシンボルを提供したか
らである。
そのようにして，セント・ヘレナの柳はアメリカ中西部の片田舎にすら，
「ナポレオン」熱を引き起こしていたことが明らかになった。ジョンソン
元大統領の「ナポレオンの柳」の逸話は，すでに忘れさられていた歌を再
度思い出させ，過去の記憶をたぐり寄せる働きをした。
独立から半世紀以上が過ぎたアメリカに実際にもたらされた「ナポレオ
ンの柳」の方は，西欧文化における柳の研究１で考察した独立時代の「ポ
ープの柳」より最近の出来事なので，現在でもその子孫をたどることがで
きる。記録もよく残り，その入手過程には「ポープの柳」ほどの神話性は
なく淡々としたものだった。アメリカ人にとって「ナポレオンの柳」の意
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味は何だったのだろうか。ジョージ・ワシントンの住居から，西部のワシ
ントン州にもたらされた「ナポレオンの柳」の話など，移動するアメリカ
人の家系調査に対する情熱に匹敵する熱意で，木の系譜が語られていると
ころに「ナポレオンの柳」の意味の一端を見いだすことができるだろう。
植物は新たな場所に移植され，前にも増して元気に育ち，新たに再生しな
がら過去との連続性を保つ，それが「ナポレオンの柳」の意味ではないか
と考える。
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